
遠藤雄久さん追悼 

 
写真は『東海ジャーナリスト』臨時増刊「遠藤雄久さん追悼」、2018 年 2 月 15 日。

昨年 10 月に亡くなったジャーナリスト遠藤雄久さんは、私の「恩師」の一人である。

遠藤さんと出会い、遠藤さんからの励ましがなかったら、

「月間マスコミ評」を書き続けるなど、マスコミやメデ

ィアに対する関心は持続できなかっただろう。 

この追悼号で初めて知ったことも多い。遠藤さんは

「旧制八高」最後の入学生だった。晩年までこの時代を

大いに懐かしんでいたという。旧制八高と言えば、名古

屋市立大の滝子キャンパスに校舎があった。八高時代の

こと、滝子界隈のことなどをお聞きしたかった。残念。 

遠藤さんは東北放送から、名古屋テレビ(現在のメ―

テレ)に移られ、編成担当の課長代理として活躍する。

組合に対する会社側の「不当労働行為」を裁判に訴えた。

追悼号を編集したジャーナリスト古木民夫さんによる

と、遠藤さんが裁判闘争に傾注したのは「人間の尊厳がかかっているからだ」という。

女性 30 歳定年制撤回闘争では、遠藤さんは民放労連東海地連委員長として理論的支柱

の役割を果たしたという。 

ほかにも、遠藤さんについて紹介したいことは多いが、別の機会

にしたい。追悼号では「さようなら遠藤雄久さんへ惜別の言葉」が

掲載されている。私もすこし長い惜別の言葉を書かせてもらった。

その原稿を掲載しておきたい。 

 
遠藤さんとの出会いは、いまから 30 数年前。名古屋市立女子短大

に勤めていた頃だ。メディアやマスコミなど、多くのことを学んで

きた。最近は『東海ジャーナリスト』の鋭い巻頭言から刺激を受け

た。遠藤さんと出会い、力強い「エール」がなかったら、メディア

への関心は続いていなかった。 

じつは昨年 12 月 3 日にも、遠藤さんの「思い出」をレポートしたが、そこに書けな

かったことを綴っておきたい。日本ジャーナリスト会議『ジャーナリスト』「月間マス

コミ評」に寄稿して 12 年になるが、遠藤さんから励ましのメールを何度かもらった。

遠藤さんとのメールの「やりとり」で最後になったのが、昨年 5 月 15 日 13 時 39 分に

届いた、1200 字近くの長いメールである。私は翌日 6時 9 分、17 時 52 分に返信メール

を送った。 

 



遠藤さんからのメールは、私が毎朝書き続けているレポートの「山崎川シリーズ」に

ついてのコメントだった。遠藤さんが私のレポート「愛読者」だったと知り、なんだか

嬉しくなった。メールは遠藤さんのご両親のことから始まる。1931 年 11 月、満州事変

勃発 2 か月、上海日本人租界に生まれたので文字通り「15 年戦争っ子」だと。1940 年

に父の転勤で名古屋に移り住む。現在の昭和区陽明町、山崎川にかかる石川橋を渡って

すぐだ。前置きが長くなったとして、山崎川の話に。 

小学校 4 年の夏の思い出、「山崎川をさかのぼる」という勉強会が生き生きと綴られ

る。檀渓橋のあたりは、底が深く澄み切っていた光景が目に浮かぶと。遠藤さんの組の

リーダーが「サホコ姉ちゃん」。一つ年上の優しいお姉さん。後藤佐保子さん、のちに

ビザンチン美術専攻の名大教授。作家・辻邦生オシドリ夫妻、などと。 

メールをもらう前、いつも利用している名大中央図書館で『辻邦生が見た 20 世紀末』

という本を読んでいた。何という偶然であろうか。佐保子さんが格調高い「あとがきに

かえて」を書かれていた。ご主人に先立たれた後に、すごい文章を書かれる奥さまだと

感心していた。遠藤さんからのメールを読んで、もう一度読み返した。 

遠藤さんのメールに書かれていた山崎川の檀渓橋に行った。最初は道を間違えてしま

い、2 回目の挑戦でなんとか。『尾張名所図絵』にも紹介されている景勝の地だ。高級

住宅街になったが、檀渓あたりは緑濃く、山崎川の水が静かに流れていた。 

6 月 10 日に「山崎川シリーズ」最終回として檀渓橋をレポートしたが、残念ながら

遠藤さんから返信はなかった。現在の山崎川、檀渓界隈の感想などをお聞きしたかった。 

 

                       

                             (2018 年 2 月 27 日) 

 


